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要 旨

『古事記』の接続詞について、後件を分類し、分類ごとにどの接続詞が多く使われるかを調べると、

特定の後件に特定の接続詞が使われる傾向のあることがわかる。本稿では、 「故」が多く使用される後

件のうち 「c類 神や人や家の歴史に関するもの」と 「d類 皇室による統治に関するもの」について、

ほとんど全用例を掲げて、コメソトを加え、 「故」の使用率などのデータを示す。

1は じめ に

r古事記』の接続詞を観察 していると、特定の後件(=接 続詞に後続する事柄)に 特定の接

続詞が使われる場合のあることに気がつ く。例えば、 「今に海鼠の口、さけてあるぞ」 とい う

ような、 「現在では△△ となっている」 とい うた ぐいの後件の場合、ほとんど100%「 故」が

使用 されるのである。その他、 「ホ」の使用率の高い もの、 「於是」の使用率の高いもの、と

くに偏 りのないものなどもある。

このような傾向の全体像を明らかにするために、前稿Aで は、後件を最大36種 類(と その他)

に分類 し、それぞれの後件の中で 「故」 「ホ」 「於是」の使用率がどうなっているかを調べた

(この分析方法を 「後件分類法」と名づけた。拙稿の略号については末尾の文献一覧を参照 さ

れたい)。 その結果、 「物事の由来に関するもの」 「話手の主観を直接表現するもの」 「神や

人や家の歴史に関するもの」 「皇室による統治に関するもの」の4類 が 「故」の使用率が高い

ことがわかった(そ れぞれ、a類 ・b類 ・ci類 ・d類 とした)。 また、 「e類 人間の移動に

関するもの」のうち 「長距離移動」(=e1類)も 、 「故」の使用率がかな り高いことがわかっ

た。

以上のうち、 「e1長 距離移動」に関 しては、全用例を挙げて詳 しく説明 したことがある
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(前稿D)。 しか しその他の多 くについては、紙幅の関係で、ごく少数の用例を挙げ得たにす

ぎない。 これでは、その分類が妥当なものか、などを読者諸賢が判断 しようとして も、判断材

料が不足す るであろう。

そ こで本稿では、 「c類 神や人や家の歴史に関するもの」と 「d類 皇室による統治に関

するもの」のほぼ全用例を掲げて、データを示 し、私の分類、ひいては私の分析が妥当なもの

か、読者諸賢の判断を仰ぎたいと思 う。なぜこの2類 を取 り上げるのかと言えば、 これ らは興

味深 く、かつ問題のあ りそ うな類であるからである。

以下、テキス トには西宮一民編 『古事記 新訂版(六 刷)』(=西 宮1992)を 使用 し、引用

は読み下 し文の形で行なう。ただ し、句読点や送 り仮名は適宜加減 した。漢字の字体について

は、JISコ ー ド表にある字はなるべ くそれを使 うことに した。訓注などは省略 した。仮名書き

の部分はカタカナに した(固 有名詞の場合はそのまま)。 また、引用文中の 「……」は省略を、

「/」 はテキス トの改行を、[]は 割注の部分を表す。

Hr古 事記』の接続詞の概説

用例の検討に入る前に、 『古事記』の接続詞について概観 してお こう。周知のように、 「故」

「ホ」 「於是」などの接続詞が多用 されている。また 「是以」 「然而」 「V」」なども少数なが

ら使用 されている。 「故ホ」 「故是以」などの複合形 もある。

これまでの私の研究の結果 と主張を簡単にまとめると、次の ようになる。

①r古 事記』の接続詞の後件を分類 し、その分類ごとに 「故」 「ホ」 「於是」の使用率を出

す と、偏 りがある。

② ①の結果から 「故」などの基本的な意味を考えると、次のようになる1)。

r懇:驚::岬酷 忍1鍬

③ 具体的な用例においては、さまざまの派生的意味を考えねばならない。例えばrAだ から

B」 の意 と考え られる 「故」は、そのような文脈にはrAす れば必ずBす る」 とい う含意が

あるはずであるか ら、 「確かな気持 ち」に含まれると考える。

④ 「確かにこうこうだ」 とい う意味の 「故」は、前件 と後件を関係づける言葉ではなく、つ

ま り接続詞ではなく、評価の副詞である(た だ し本稿の中では便宜的に、すべて 「接続詞」

と呼ぶ)。

⑤ 「故」は切れ 目を置 く/置 かない両用である。 よって物語の冒頭にも使われる。

⑥ 「故ホ」などの複合 した形があるが、これは、 もともとは 「ホ」だけがあって、後に強調

などを表すために 「故」が付加 されたと考える2)。

⑦ 本文の解釈にあた っては、接続詞を重視 して解釈 しなくてはならない。

以上である。次に、c類 か ら、用例の検討に入ろう。

IH神 や人や家の歴史に関するもの(c類)

この類は、c1～c6の6種 に細分 される。以下、各細分類 ごとに、まずは用例の観察か ら始め
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てみよう。用例は、当該接続詞を太字に し、後件(と 私が判断 した)部 分に下線を引いた。分

類記号に続 くカッコの内は、その類の略称である(前 稿Aを 参照のこと)。 用例の末尾の数字

は、最初の3桁 がテキス トの頁、後の2桁 が行を示す。 「=A8」 などとあるのは、すでに前

稿で使用 した用例を示 している(「A8」 は前稿Aの 例文(8)の意)。

用例を掲げる順番は、説明順である。同 じ説明の中では、出現順。

c1「祖先 ・子孫」

わかりやす くす るために、 ここではさらに2種 に細分 してみ よう。

①0「 ○○ は△△の祖先だ」

(1)… …吹棄つる氣吹の狭霧に成 りませる神の御名は天之菩卑能命。亦……天津 日子根命。

又 。 。故、此、後に生まれませ る五柱の子が中に、天菩比命の子、建比良鳥命

[此は出雲國造 ・元耶志國造……等が祖ぞ。]次 に天津 日子根命は[凡 川内國造 ・額 田

部湯坐連……等が祖ぞ。]04312

(2)ホ 、天兄屋命 ・布刀玉命 ・天宇受費命……井せて五の伴緒を支加へて天降 したまひき。

。 。故、其天兄屋命は[中 臣連等が祖ぞ。]布 刀玉命は[忌 部首等が祖ぞ。]

天宇受費命は……07509=A8

(3)天 忍 日命 ・天津久米命の二人……御前 に立ちて仕奉 りき。故、其天忍 日命[此 は大伴

連等が祖ぞ。]天 津久米命[此 は久米直等が祖ぞ。]07605

(4)其 弟宇迦斯が獄れる大饗は悉其御軍に賜ひき。 。 。故、其弟宇迦斯[此 は宇

陀の水取等が祖ぞ。]09502

(5)ア レ坐 しし御子の名は日子八井命、次に神八井耳命、次に神沼河耳命、三柱。……。

・・。故、其 日子八井命は[茨 田連 ・手嶋連が祖ぞ。]神 八井耳命は[意 富臣 ・小子部

連……等が祖ぞ。]神 沼河耳命は天下を治めたまひき。10104

(6)大 吉備津 日子命 と若建吉備津 日子命との二柱……吉備國を言向和 しき。故、此大吉備

津 日子命は[吉 備上道臣が祖ぞ。]次 に若 日子建吉備津 日子命は[吉 備下道臣 ・笠臣が

祖ぞ。]次 に……10412

(7)若 野毛二俣王……生みたまへる子、大郎子、亦名は意富々仔王。 。 。故、童.

富々仔王は[三 國君 ・波多君……等が祖ぞ。]又 ……16301

(8)天 皇……若子比費を嬰 りて生みたまへる御子、火穂王。次に恵波王。……。故、火穂

王は[志 比陀君が祖ぞ。]恵 波王は[章 那君 ・多治比君が祖ぞ。]21313

② 「△△は○○の子孫だ」

(9)次 に水底に源 きたまふ時に成 りませる神の名は底津綿津見神。次に底筒之男命・中に

源きたまふ時に成 りませる神の名は中津綿津見神。次に中筒之男命。水上に瀞きたまふ

時に成 りませる神の名は上津綿津見神。次に上筒之男命。此三柱の綿津見神は、阿曇連

等が祖神 と以ちイツク神ぞ。故、阿曇連等は其綿津見神の子、宇都志 日金析命の子孫ぞ。

其底筒之男命……三柱神は、墨江の三前の大神ぞ。03901

いずれも系譜的記事である。いずれも 「故」が使用 されてお り、使用率は9/9=100%で

ある。

②は 「○○ は△△の祖先だ」 という形に言い換えることが可能だか ら、① と②に内容的な違

いはない。 しかしなが ら②の(9)だ け、割注の形になっていない。

言 うまでもないこととは思 うが、 『古事記』においては、皇室を中心に して諸豪族を系譜的

に統一 しようとする。す ると当然 「○○は△△の祖先だ」という記事は重要な事柄の一つとな
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る。だか ら 「確かにこうだ」 といヴ気持ちで 「故」が付 されるのだと考える。

もっとも②の(9)だ けは少 し異なっている。この文脈は 「綿津見神は阿曇連 らの祖神である。

すなわち、阿曇連 らは、綿津見神の子の宇都志 日金析命の子孫なのである」のように、前件を

詳 しく言い換えるような文脈である。単純に 「確かに△△は○○の子孫だ」 という表現ではな

い。それで も、 「すなわち こうこうだ」と説明 して言 う場合、そこには話 し手の確かな気持ち

が含まれているはずである。同時に 「確かに阿曇連 らは綿津見神の子孫だ」 という気持ちも含

まれているであろうとい うのが、私の立場である。一つの接続詞を一義 的に限定的に考える必

要はない。

割注の役割は注釈であるとか(石 塚晴道1967)、 「視覚的にも皇統の末端に繋る意識を喚起

す る」(西 宮1992、43頁)と か言われるが、(9)だ け割注になっていない理由はよくわか らな

い。ただ、前件の 「此三柱の綿津見神は、阿曇連等が祖神 と以ちイツク神ぞ。」が割注になっ

ていないのに合わせた、 とは言える。

接続詞の係る範囲も問題になる。例}ば 、(5)の 「故」は、 「……が祖ぞ」だけにかかるの

ではなく、 「神沼河耳命は天下を治めたまひき」まで、係っているのか もしれない。この こと

は客観的に決めようがない。本稿では、後件は1個(1種)と い う原則を立てることにする。

もっともこの場合、 「故」が 「神沼河耳命は天下を治めたまひき」まで係 っているとして も、

後述の 「d2治 める」の 「故」が1例 増えるだけで、私の論 旨には影響 しない。む しろ、d2

の 「故」が増える(=「 故」の使用率が高 くなる)の は好都合である。

c2「 子 ・兄弟」

この類は 「○○が△△を嬰って生んだ子は口口である」 とい うタイプのものが多いのだが、

それ らについては、前稿Cで すでに検討 した。 ここでは前稿Cで 取 り上げなかった用例だけを

掲げる。2種 に細分 しよう。

① 「○○には子/兄 弟があった/な かった」

(10)… …大國主神。亦名は大穴牟遅神 と謂ひ……井せて五の名有 り。/故 、此大國主神の

兄弟、八十神坐 しき。然あれども皆、國は大國主神に避 りまつ りき。05107=A10

(11)此 天皇の御子等、井せて三柱の中、大倭 日子鉗友命は天下を治めたまひき。次に師木

津 日子命の子、二の王坐 しき。一の子、孫は[伊 賀須知の稲置……が祖ぞ。]一 の子、

和知都美命は淡道の御井宮に坐 しき。故、此王二の女有 りき。兄名は蝿伊呂泥。……。

弟名は蝿伊 呂仔ぞ。天皇の御年……10206

(12)天 之 日矛の持渡来 し物は……井せて八種ぞ。[此 は伊豆志の八前大神ぞ。コ/故 、厳

神の女、名は伊豆志衰登費神坐 しき。16013

(13)… …御名代に白髪部を定めたまひき。故、天皇崩 りましし後に、天下を治めたまふべ

き王無 し。20402

② 「○○の子は△△だ/○ ○は△△の親だ」

(14)… …凡、 日子坐王の子、井せて十一王ぞ。故、兄大俣王の子、曙立王。次に菟上王。

此曙立王は[伊 勢の品遅部君……が祖ぞ。]菟 上王は[比 費陀君が祖ぞ。]次 に小俣王

は……。次に山代の大箇木真若王……生みたまへる子、迦迩米雷王。此王……生みたま

へる子、息長宿祢王。此王……生みたまへる子、息長帯比費命。10804

(15)此 天皇……三柱女王を嬰 りたまひき。一の名は高木の入 日費命。次に中日費命。次に

弟 日費命。……。故、高木の入 日費の子、額 田大中日子命。次に大山守命。次に伊奢の

真若命。 ・。中日賞命の御子、木の荒田郎女。次に大雀命。次に根鳥命。弟 日費命の
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御子、阿倍郎女。次に……。14807

(16)… …大江王。此王、庶妹銀王を嬰 りて生みたまへる子、大名方王。次に大中比費命。

故、此の大中比費命は、香坂王 ・忍熊王の御祖ぞ。14005

①の中で も(12)は 、娘の名前 も述べている点が②に近い。(11)も 、直後に名前 も出している

点、② に近い。結局① と② との間に、本質的な違いはないように思われる。

この 「c2子 ・兄弟」の 「故」の使用率は、 「○○が△△を嬰って生んだ子は口口だ」の9

例(い ずれ も 「故」。前稿Cを 参照のこと)を 加えても、100%(16/16)で ある。また、い

ずれも系譜的記事である。

「故」が使用される理由は、 「c1祖 先 ・子孫」と同じく、 「確かにこうだ」という気持ち

からであると考える。(10)な どについて、 しば しば、 「故」は切れ目を置 くために使われるな

どと言われるが、それはそれで正 しい面もあるが、 しか しそれは 「故」の根本的なことではな

い。もし、単に切れ 目を表すだけであれば 「於是」を使って もよいはずである。 しかし 「於是」

はc類 に1例 も使われていない し、次のd類 にも、 ごくわずか しか使われていない。この事実

か らすれば、 「故」が切れ 目を表すとい うのは、それほど重要なことではない。前稿Bで は

「『故』は、切れ 目を置 く/置 かない両用である」 と述べた。

ただ し、 この 「子 ・兄弟」i類の 「故」が、前項の 「祖先 ・子孫」類の 「故」 とまったく同 じ

というわけでもない。 こちらには"先 触れ"用 法に近いものがある。 「先触れ」とは、前稿B、

Eな どで述べたが、後に起こったことの原因やきっかけや予言を、あらか じめ 「故」によって

確認 ・強調 してお くや り方である。要するに、例えば(15)を 見ると、大山守命や大雀命など、

後に登場 して活躍する人物が取 り上げられている。そういう人がここで出ることを 「故」によっ

て確認 ・強調 しておくわけである。

とくに(14)は 、興味深い例である。 この 「故」は、 「息長帯 日費命」までかがると考えて良

いのではないか。西宮1979(132頁)は この部分について、 「誓約の呪術者、曙立王がいること」

などを指摘 して、 「神懸 りの巫女息長帯 日売の出現の必然を暗示する」 と言う。 この 「出現の

必然を暗示する」 ということと"先 触れ"と は、同じようなことである。

c3「結婚」

(17)(大 国主は)始 めて國を作 りたまひき。/故 、其八上比費は先の期 りの如 く・ ミトア

タハシツ。05612

(18)其 沼河 日費未だ戸を開かずて、内より歌日しく、/… …アヤニ ナコヒキコシ……。/

故、其夜は合はさずて、明 日夜に御合ましき。05812

(19)/故 、天皇崩 りま しし後に、其庶兄當藝志美々命、其適后伊須氣余理比賞を嬰 りし時

に、其三の弟を殺 さむとして謀 りし問に……09913=A11

(20)於 是、壮夫有 り。其形姿威儀、時に比無 し。夜半の時に、徳忽に到来る。故、相感で

て共婚ひして、供住る問に、未だ幾時 もあらねば、其美人妊身みぬ。11111

(21)・ 其御子大碓命を遣は して喚上げしめたまひき。故、其遣はさili.し大碓命、召上げ

ずて、即ち己自ら其二の嬢子 と婚 して、更に他 し女人を求めて詐 りて、其嬢女と名づけ

て貢上 りき。……12703

(22)((12)の つづき)/… …名は伊豆志衰登費神、坐 しき。故、八十神、是伊豆志衰登費を

得むとすれども、皆得婚はず。16013

(23)天 皇、吉野宮に幸行 しし時に、吉野の川の濱 に童女有 り。其、形姿美麗 しくありき。

故、是童女と婚ひて、宮に還坐 しき。19709
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(24)… …御子は横榔の長穂宮に坐せて、騨使を貢上 りき。/ホ 、其御子、一宿肥長比費 と

婚ひ したまひき。故、其美人を霧伺ひたまへば蛇ぞ。即ち、見畏みて遁逃げたまひき。

12306=B64

(25)美 夜受比費、御歌に答日 しく、/… …ツキタタナムヨ。/故 ホ、御合ひま して、其御

刀の草那藝劔を以て、其美夜受比費が りに置きて、伊服岐能山の神を取 りに幸行 しき。

13504=B65,E23

(26)其 玉を将来て、床邊に置 きしかば、美麗 しき嬢子に化 りぬ。{乃、婚ひして、嫡妻 とし

き。15910

「結婚」には"性 交"も 含む。(22)は 、あ くまで 「結婚 しようとした」のであって、結局は

結婚できなかったのであるが、 ここに入れた。

(25)の 「故ホ」について。 「故」は 「草那芸剣を姫の所に置いて」に係って先触れ用法 とな

り、 「ホ」は 「結婚 して、剣を置いて、出立 した」 という継起的な文脈の全体に係ると考える

(前稿E)。 つまり、どちらも 「御合ひま して」には係らないと考}る 。よってこの例文は、

「結婚」類から外す ことにする。

この 「結婚」i類は、先の 「祖先 ・子孫」 「子 ・兄弟」類と異なり、系譜的ではない。 しかし、

やは り 「故」の使用率が高 く(故:ホ=7:13)。 「イ乃」を除 く)、 「結婚」類に対する編者

の何らかの意図、あるいは意識、があると考えるのである。それはおそ らく 「○○が△△ と結

婚 したのは確かである」とい う気持 ちである。あるいは、結婚 とい うものを、重要な ものであ

るとして、強調 したい気持ちである。

もっとも、(18)は 、 「『あやに、な恋ひきこし』 と言われた。だから、その晩は結婚 しなかっ

た」という文脈とも考えられる。つま り、 「故」は 「其夜は合はさずて」に係 り、ダカラの意

を表すと考えるのである。その考えも否定は しないが、 しか し、(19)(20)(22)の ようにダカラ

の意には考えに くいものと並べれば、結婚 というものを確認 ・強調 したい気持ちも含まれてい

ると考えるべきである。

(24)は 「ホ」であるが、これについて前稿Bで は、なぜ 「/J`」であるかわか らないと述べた。

しか し今考ii..てみると、 「軽い気持ちで性交 した」とい うニュアソスを出すためかもしれない。

「ホ」には確認 ・強調 といった重々 しさはないか らである。 「一宿」 とあることも、 「軽い気

持 ちで」 というのと合致 している。そ して続 く 「故」が 「その女は確かにへびだった」 という

ように、 「本当に危なかった」 というニュアソスを出すのではないか。ち ょうど、大国主が須

佐之男の頭の しらみをとらされる場面での 「故ホ、其頭を見れば呉公多に在 り」(05510・=E4)

の 「故」と同 じである(こ の例については前稿Eを 参照)。

(26)は 「VJ」である。 「VJ」は 『古事記』中に2例 しかない(も う1例 は20806)。 この 「傍」

や 「是以」 「然而」 「然後」など用例の少ないものは、統計的処理になじまないので、前稿A

と同 じく、集計に入れないことにす る。以下も同様である。

c4「 死ぬ」

(27)此 子を生みたまひ しに因りて ミホ ト灸かえて病臥やせ り。 。 。故、伊耶那美

神は、火神を生みたまひ しに因 りて、遂に神避坐 しき。03207=A12

(28)其 后の歌日しく、/… … トヒシキミハモ。/故 、七 日後に、其后の御櫛海邊に依 りき。

乃ち其櫛を取 りて御陵を作 りて治置きき。13304=A13

(29)稽 其御琴を取依せてナマナマニ控坐 しき。故、未だ幾久もあらずて、御琴の音聞 こえ

ずき。即ち火を學げて見れば既に崩 りま しぬ。14206
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(30)於 是、河邊に伏隠 りたる兵、彼廟此廟、一時共に興 りて、矢刺 して流 しき。故、詞和

羅の前に到 りて沈入 りき。15708

(31)(速 総別王 と女鳥王は)又 歌日 しく、/… …イモ トノボレバ サガシクモアラズ。/

故、其地より逃亡せて、宇陀の蕪迩に到 りし時に、御軍追到 りて殺 しき。17506

(32)於 是、大雀命 と宇遅能和紀郎子との二柱、各 も天下を譲 りたまふ間に、海人大賛を貢

りき。 。 。諺に 「海人にあれや己物から泣 く」 と日ふ。然あるに、宇遅能和紀

郎子は早 く崩 りま しき。故、大雀命天下を治めたまひき。15809

「死ぬ」i類には(28)(29)(30)の ような、死を暗示す る表現のもの も含める。また(31)は 、文

字だけ見れば 「御軍が殺 した」という文であるが、主語は直前まで速総別王 と女鳥王である。

よって実質的には 「速総別王 と女鳥王は殺 された」 ということであると考え、 「死ぬ」類に入

れることに した。

「然」は集計か ら外すので、この類は、5例 すべてに 「故」が使用 されている4)。

これ らの 「故」は、ダカラの意には取れない。やは り、その人の死を、確認 ・強調す るため

であると考える。 さらに(30)や(31)に ついては、 「確かにどこそ こで死んだ」 とい うように、

地名を確認 ・強調す る気持ちもあろう。

最後の(32)の 「然」 も、なかなか興味深い。この文脈は意外性を含むのではないか。 「宇遅

能和紀郎子は、若いのに、意外なことに亡 くなってしまった」という感 じである。 もしそうだ

とすれば、 「確かな気持ち」の 「故」は使えない。

c5「 葬る ・鎮座」

次の2種 に細分できる(△ △は地名、またはそれに準ずるもの)

① 「○○を△△に葬 った」

(33)伊 耶那美神は火神を生みたまひ しに因 りて遂に神避坐 しき。 。 。故ホ、伊耶

那岐命……実 きましし時に、御涙に成 りませる神……名は泣澤女神ぞ。故、其、神避 り

ましし伊耶那美神は、出雲國 と伯伎國 との堺の比婆の山に葬 りき。03302=A14

(34)((30)の つづき)ホ 、其骨を掛出で し時に弟王の歌 日しく、/。 。/故 、基

大山守命の骨は那良山に葬 りき。是大山守命は[土 形君……等が祖ぞ。]15803

(35)其 國より飛翔 り行 きて河内國の志幾に留ま りましき。故、其地に御陵を作 りて鎮 り坐

さしめき。即 ち其御陵を号けて白鳥御陵と謂ふ。13811

② 「○○は△△に鎮座 している」

(36)/J`、 伊耶那岐大御神、大 く葱怒 りて……神ヤラヒニヤラヒ賜ひき。故、其伊耶那岐大

神は淡海の多賀に坐す。04011

(37)於 是、天照大御神速須佐之男命に告 らししく 「……。先に生まれませる三柱の女子は

物實汝が物に因 りて成 りませ り。……」と、か く詔別きたまひき。故、其、先に生まれ

ませる神、多紀理毘費命は胸形の奥津宮に坐す。次に市寸嶋比費命は胸形の中津宮に坐

す。次に田寸津比費命は胸形の邊津宮に坐す。此三柱神は、胸形君等が以ちイック三前

大神ぞ。04309

(35)は 、 「鎮座 させた」 という、① と②の言わば中間的なものである。

これらは、 どちらか と言えば系譜的な記事である。5例 すべてが 「故」である。

葬 られた場所や鎮座 している場所は、その人の人生の記事において重要な情報である。それ

らを強調 ・確認するために 「故」が使用 されたのだと考える。
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c6「 その他のc類 」

内容的にはc類 に入れるべきだが、あま り用例が多 くな く、一つの独立 した下位類を立てる

ことのできないものを 「その他」として一括 した。3種 に細分できる。

① 「○○が△△に住む/住 もうとする」(△ △は地名)

(38)/故 、大國主神、出雲の御大の御前に坐す時に、波穂 より天の羅摩船に乗 りて……蹄

来る神有 り。06207=A15

(39)、/故 、其獲 田毘古神、阿耶詞 に坐す時に、漁 して、 ヒラブ貝に其手を咋合はさえて海

塩に沈溺れま しき。07613

(40)海 神……御饗 して即ち其女豊玉毘費を婚はしめき。(火 遠理命は)故 、三年に至るま

でに其國に住みたまひき。08208

(41)(神 倭伊波礼毘古命は)… …白椿原宮に坐 して天下を治めたまひき。/故 、 日向に坐

しし時に、阿多の小椅君が妹、名は阿比良比責を嬰 りて生みたまへる子、多藝志美美命、

次に岐須美美命の二柱坐 しき。09706

(42)/故 是以、其速須佐之男命宮造作るべき地を出雲國に求ぎたまひき。04912=E38

② 「○○が△△を仕事 とする」

(43)其 火の盛 りに燃ゆる時に生まれませる子の名は火照命。次に……。/故 、火照命は海

佐知毘古として、鰭廣物 ・鰭狭物を取 り、火遠理命は山佐知毘古 として、毛鹿物 ・毛柔

物を取 らしき。07911=A16

③ 「子などを生む/子 が生まれそ うになる」

(44)於 是、日の耀 き虹の如 く其陰上を指 しき。亦、ある賎 しき夫有 り。……。故、是女人、

其書寝せ し時 より妊身みて、赤玉を生みき。15902

(45)伊 豆志衰登費、其花を異 しと思ひて将来る時に、其嬢子の後に立ちて、其屋に入る即

ち婚ひ しつ。故、一の子を生みき。16112

(46)/故 、其政未だ寛へたまはぬ間に、其懐妊みませ るが産れまさむとしき。即 ち御腹を

鎮めたまはむとして石を取 りて御裳の腰に纒か して竺紫國に渡 りま して其御子はアレ坐

しぬ。14404

「どこそこに住む」というのはその人の歴史(つ まり一生)に おいて重要なことであるし、

「どういう仕事をする」というの も重要なことである。当然 「子を生む」 とい うことも重要な

ことである。そ こで 「故」を付 した と考える。

「故是以」が1例 あるが、これは 「故」と 「是以」別々に数える。前述の ように 「是以」は

数えないので、結局、9例 いずれ も 「故」が使用されていることになる。

少 し詳 しく見てい く。①は 「坐」の例が多いが、 「住んでいた」意 もあると判断 し、ここに

入れた。また、改行の直後のものが多い。要す るに、切れ 目を表す 「故」であるが、切れ目を

表す ことが 「故」の本義でないであろうことはすでに述べた。

(42)に ついて、前稿Eで 説 明すべきであったが紙幅の都合で説 明できなかったので、ここで

説明す る。 この 「是以」については本居宣長(1968、407頁)が 「是以 とは、櫛名田比費を得

給へることを承て云 り、宮造リの事に係ヶた り」と言 っている(読 みがなを省略 した)。 要する

に 「結婚→宮造 り」という順序が自然なものであり、 「是以」がそれを表 している、 と言いた

いのであろう。 この考えに従 う。そ して 「確かに出雲 に宮 を作ろうと した」 というように、

「出雲」を強調す るために 「故」が付加されたと考える。 この例に限らず、地名があるとき、

「故」が使われることが多い。 この例以外にも、先の(30)(31)も 同様である し、後述す るd1

類 も、地名を含み、かつ 「故」の使用率が高い。前稿Dに も、同様の例を多 く挙げた。結局こ
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れ らには、その地名を確認 ・強調す る気持ちも含まれていると考えられる。

②の 「故」 も切れ 目を表 している。が、 「於是」でない以上、単なる切れ 目以外に、火遠理

命 と火照命の生業を確認 ・強調す る気持ちで 「故」が使われたのだ と考える。

③は、この3例 だけ見れば偶然 「故」ばか りになっているように思われるかもしれないが、

前稿Cで 見たように、 「○○が△△を嬰って生んだ子は口口だ」 というタイプは9例 あ り、す

べて 「故」なのである。例えば、

(47)/故 、其櫛名田比費以て クミドニ起 こして生みたまへる神の名は八嶋士奴美神 と謂ふ。

又……。05008=C2

(48)/故 、此大國主神、胸形奥津宮に坐す神多紀理毘費命を嬰 りて生みたまへる子、阿遅

鉗高 日子根神。次に……。06102=C3

のような例がある。これ らは、先述のように 「c2子 ・兄弟」に分類 したのであるが、 「生

む」という表現 も含んでいる。③ の3例 と合わせて考えれば、やは り、 「誰それが子(な ど)

を生む」 という事柄に対 して、重要視 して強調 したい気持ちがあると言える。

以上、c類 について用例を観察 してきた。大別すれば、系譜的なもの と(=c1、c2、c5)、

その他のもの(=c3、c4、c6)と に分け られるであろう。いずれにせ よ、それぞれの 「故」に

は、確認 ・強調の気持ちが含まれていると判断できた。

系譜的な ものとそれ以外のものとを一緒に している点、異質なものを混在 しているという批

判があるかもしれない。 しかし結局は、全体のバラソスの問題である。5回 以上の試行の結果、

本稿のような分類が最善であると私は考える。

c類 の最終的なデータは次のようになる(前 稿Aの データを少 し訂正する)。

故=51例(98%)、 ホ=1例(2%)、 於是=0例(0%)合 計52例

IV皇 室による統治に関するもの(d類)

次に、d類 の例を掲げる。 この類は4種 に細分 される。

d1「 遠征」

天皇や、天皇の命を受けた者が、 どこそ こを発つ/ど こそ こに到る、などの内容のものであ

る。以下の 「△△」は原則 として地名であるが、 「東国」の ように漠然 とした ものや、 「其」

で指示 されているものなども含める。 さらに2種 に細分できる。

① 「△△に到る」

(49)(神 倭伊波礼毘古命は)即 ち 日向より嚢 して筑紫に幸行 しき。故、豊國宇沙に到 りま

しし時に、其土人、名は宇沙都比古 ・宇沙都比費の二人、足一騰宮を作 りて、大御饗献

りき。08905

(50)其 媛倭比費命の御衣御裳を給はり、劔を以て御懐に納れて幸行 しき。故、熊曽建が家

に到 りて見たまへば、其家の邊に軍三重に團み、室を作 りて居 りき。12807

(51)(倭 建命は)/故 、尾張國に到 りて、尾張國造が祖、美夜受比費の家に入坐 しき。

13111=A18

(52)((62)の つづき)ホ 、順風大 く起 こり、御船浪に従ひき。故、其御船の波瀾新羅の國

に押騰 りて、既に半國に到 りき。14310

(53)一 時、天皇近つ淡海國に越幸 しし時に、宇遅野の上に御立た しま して葛野を望けて…
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・・。/故 、木幡村に到坐 しし時に、麗美 しき嬢子、其道衙に遇ひき。15011

(54)((51)の つづき)尾 張國に到 りて 。 東國に幸 して悉山河の荒ぶる神、及、伏

はぬ人等を言向和平 したまひき。/故 ホ、相武國に到 りましし時に、其國造詐 りて白し

しく 「……。是沼の中に住める神、甚 く道速振る神ぞ」。13202=B66、E22

(55)紀 國男之水門に到 りて……(五 瀬命は)男 建び して崩 りま しき。……。/故 、神倭伊

波礼毘古命、其地より廻幸 して、熊野村に到 りま しし時に、大熊髪に出入る即ち失せぬ。

09103=A17

(56)高 木大神の命以て畳 して白ししく 「……其立たむ後より幸行すべ し」。故、其教豊 し

の随に、其八A烏 の後 より幸行せば、吉野河の河尻に到 りま しし時に、笙を作せて魚を

取れる人有 り。09208

② 「△△を発つ/△ △に向けて発つ」

(57)亦 、其國より遷上幸 して吉備の高嶋宮に八年坐 しき。故、其國より上幸 しし時に、鶉

甲に乗 りて釣を しつつ打羽學来る人、速吸門に遇ひき。08909

(58)… …速吸門に遇ひき。……即ち名を賜ひて槁根津 日子 と号げたまひき。……。/故 、

其國 より上行 しし時に、浪速の渡 りを経て青雲の白肩津に泊てたまひき。09005

(59)此 の御世に、大毘古命は高志道に遣は し、其子建沼河別命は……。故、大毘古命高志

國に罷牲 きし時に、腰裳服せる少女、山代の幣羅坂に立ちて歌日 しく……。11212

(60)((59)を 承ける)/故 、大毘古命は先の命の随に高志國に罷行 きき。ホ、東方 より遣

はさえ し建沼河別と其父大毘古と共に、相津に牲遇ひき。11409

(61)(天 皇が倭建命を東国に)遣 はしし時に、ヒヒラ木の八尋矛を給ひき。故、命を受け

て罷行 しし時に、伊勢の大御神の宮に参入 りて、神の朝庭を拝みて、即ち其嬢倭比責命

に白 したまひしく……13103

(62)「 ……。我が御魂を船上に坐せて、真木灰を瓠に納れ、亦箸、及 ヒラデ多に作 りて、

皆皆大海に散 し浮けて度 りますべ し」。/故 、備に教豊 したまひ し如 くして、軍を整へ

船を讐めて度幸 しし時に、海原の魚、大小を問はず悉御船を負ひて渡 りき。14308

(55)(56)は 「発つ」 「到る」両方あり、いずれ とも決めかねたが、便宜的に 「到る」に入れ

た。

(54)だ け 「故ホ」だが、 これは 「故」 と 「ホ」が別々に働いていると考えるので(前 稿Eな

ど)、 両方で1ず つ数える。残 りはすべて 「故」であるから、結局 「遠征」類は 「故:ホ=14:

1」 ということになる。やはり 「故」の使用率が高い。

そ して、いずれの 「故」 も、 「確かに豊国宇沙に到った」などのように、天皇などがその地

に到った事実(あ くまで編者にとっての)を 確認 ・強調 していると考える。

(54)に ついては、拙稿Bで 説 明した。要するに、 「尾張に行って、東国に出発 して、そ して

相武に到着 した」 というように 「ホ」が継起的な文脈の一部を担 うのに対 し、 「故」が他の例

と同じく、確認 ・強調のために後か ら付加されたと考える。

無論、細部を見れば、 「故」が使用 された個別の事情 もいろいろある。例えば(56)は 「八腿

烏の後について行けと言われた。だから言われたとお り八腿烏について行 くと……」 という意

味 もあるであろう。 しか し、他方 「確かに吉野川に着いた」という意味 も含まれるであろうと

い うのが、私見である。一つの接続詞を一義的に限定的に考える必要はない。

d2「 治める」

国を治めるという内容のもので、主語は当然、天皇である。便宜的に2種 に分けよう。
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①系譜的記事(い わゆる帝紀)の 中

(63)此 天皇……生みたまへる御子、御真津 日子詞恵志泥命。次に多藝志比古命。故、御真

津 日子詞恵志泥命は天下を治めたまひき。10212

(64)此 天皇……生みたまへる御子、天押帯 日子命。次に大倭帯 日子国押人命。故、弟帯 日

芋國忍人命は天下を治めたまひき。10305

(65)此 天皇……生みたまへる御子、大吉備諸進命。次に大倭根子 日子賦斗迩命。故、大倭

根子 日子賦斗迩命は天下を治めたまひき。10311=A19

(66)此 天皇……生みたまへる御子、大倭根子 日子國玖琉命。又 。 。故、大倭根子

日子國玖琉命は天下を治めたまひき。10409

(67)此 天皇……生みたまへる御子、大毘古命。次に少名 日子建猪心命。次に若倭根子 日子

大毘々命。又 。 。故、若倭根子 日子大毘々命は天下を治めたまひき。10509

(68)此 天皇……生みたまへる御子、御真木入 日子印恵命。次に御真津比費命。又……。…
・・。故、御真木入 日子印恵命は天下を治めたまひき。10703

(69)此 天皇……生みたまへる御子、伊玖米入 日子伊沙知命。次に 。 。故、伊久米

伊理毘古伊佐知命は天下を治めたまひき。11004

(70)此 天皇……生みたまへる御子、印色の入 日子命。次に大帯 日子涙斯 呂和氣命。次に…
…。……。故、大帯 日子激斯 呂和氣命は天下を治めたまひき。11605

(71)此 天皇……生みたまへる御子、若帯 日子命。次に 。 。故、若帯 日子命は天下

を治めたまひき。小碓命は東西の荒ぶる神、及、伏はぬ人等を平げたまひき。12610

(72)此 倭建命……生みたまへる御子、帯中津 日子命。又……。又……生みたまへる御子、

稲依別王。又 。 。故、帯中津 日子命 は天下を治めたまひき。次 に稲依別王は

[犬上君 ・建部君等が祖ぞ。]次 に……13909

(73)此 天皇……生みたまへる御子、大江の伊耶本和氣命。次に墨江の中津王。次に腹の水

歯別命。次に男=淺津間若子宿祢命。 。 。故、伊耶本和氣命は天下を治めたまひ

き。次に腹の水歯別命も天下を治めたまひき。次に男=淺津間若子宿祢命も天下を治めた

まひき。16510

②系譜的記事以外

(74)… …事依 さしき。/故 、各 も依 さし賜ひ し命の随に知看す中に、速須佐之男命、命 さ

しし国を治めずて……04003

(75)故 、かく荒ブル神等を言向平和 し、伏はぬ人等を退棲ひて、畝火の白濤原宮に坐 して、

(神倭伊波礼毘古命は)天 下を治めたまひき。09703

(76)(=(32))故 、大雀命天下を治めたまひき。15810

(77)天 皇の答詔 ししく 「是 も大きなる理ぞ。命の如 くして可 し」。故、天皇崩 りまして、

即ち意富祁命、天津 日績を知らしめき。21010

(78)天 皇既に崩 りま して 日績を知 らすべき王無 し。故、品太天皇五世の孫、衰本仔命・・…

手白髪命に合はせまつ りて、天下を授奉 りき。21109

(79)其 媛飯豊王、聞き歓びたまひて、宮に上らしめたまひき。/故 、(衰 祁命が)天 下を

治めたまはむとせ し間に、平群臣が祖、名は志毘臣、歌垣に立ちて……20506

(80)此 太子の御名、大靹和氣命 と負ほせる所以は、初め生まれま しし時に靹の如き完御腕
ママ

に生 りき。故、其御名に著けまつ りき。是以、腹中に坐 して國を知 らしめき。14107

(79)は まだ 「治め」ていないが、ここに入れた。(74)は いわゆる三貴子による分治の話だが、

ここに入れた。
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(80)に 「是以」が1例 あるが、数えないので、17例 すべてが 「故」ということになる。 「故」

には、○○天皇が天下を治めたとい う事実を確認 ・強調す る気持ちが込められていると考える。

ただ し、例えば(72)の 「故」は 「……天下を治めたまひき」だけに係るのではな く、 「稲依

別王は犬上君 ・建部君等が祖ぞ」にも係 るのであろう。 しか し後件は一つとい う原則がある以

上、どちらか一方に決めるしかない。 もっとも、 「稲依別王は犬上君 ・建部君等が祖ぞ」をも

後件に入れるとして も、先の(5)の 場合と同じように、 「c1祖 先 ・子孫」の 「故」が1例 増

えて、む しろ好都合である。

同様の問題(「 故」の係る範囲、いわゆるス コープの問題)は 、(71)な ど他の例にもあては

まるのだが、煩わ しくなるので、多 く省略 した。

また、神田秀夫(1959、88頁 ～)が 「此之中……命者治天下」という言い方 と 「故……命者

治天下」 という言い方を比較 して、前者は安万侶以前からあったもので、後者は安万侶が加筆

したものであると述べている。 この 「此之中」など、接続詞以外の表現とも比較する必要を感

ずるが、本稿では、そ こまで述べる準備がない。

d3「 定める」

人事 ・法 ・刑罰などを定めるという内容のもので、主語は当然天皇である。

(81)此 天皇……生みたまへる御子、和詞奴氣王。故、建内宿祢を大臣として、大國 ・小國

の國造を定め賜ひ、亦國々の堺、及大縣 ・小縣の縣主を定め賜ひき。14010

(82)/故 、八田若郎女の御名代として八田部を定めたまひき。17309,

(83)/故 、其軽太子は伊余湯に流 しまつ りき。18606

(84)天 皇……生みたまへる御子、 白髪命。……。故、白髪太子の御名代として白髪部を定

め、又長谷部舎人を定め、又河瀬舎人を定めたまひき。19308

(85)此 天皇、皇后無 く亦御子も無 し。故、御名代に白髪部を定めたまひき。20401=A20

(86)此 天皇、太子元 し。故、御子代として小長谷部を定めたまひき。21107

(87)其 國主畏憧みて奏言 しく 「……仕奉 らむ」。故、是以、新羅國は御馬甘と定め、百済

國は渡 りの屯家と定めたまひき。14313=E42

(88)是 以、各 も遣はさえ し國の政を和平 して覆奏 しき。ホ、天下太 く平 らぎ、人民富11」.

き。於是、初めて男の弓端の調 ・女の手末の調を貢らしめたまひき。11412=B67

(89)天 皇歓喜びたまひて……神宮を造ろは しめたまひき。於是、天皇其御子に因 りて鳥取

部 ・鳥甘部 ・品遅部 ・大湯坐 ・若湯坐を定めたまひき。12311=B68

(90)

(91)

/天 皇、於是、阿知直を以て始めて蔵官に任け、亦糎地を給ひき。18110=B69

/於 是、天皇天下の氏々名々の人等の氏姓の杵過てるを愁へたまひて、味 白椿の言八

十禍津 日前にクカ翁を居ゑて、天下の八十友緒の氏姓を定め賜ひき。18308=B70

この類は 「於是」が(88)～(91)の4例 あって、c・d類 の中では 「故」の使用率が::低 い

(7/11=63%)5)○

これら4例 に 「於是」が使われる理由については、前稿Bで 少 し述べた。要するに切れ 目が

あるからと言 うのであるが、 しか し 「故」 も切れ目を表す ことができる。(88)～(91)が 「故」

ではいけない理 由は説明できない。ただ、(88)(90)に ついては 「初」 「始」の字があ り、 この

点からは冒頭を表す ことの多い 「於是」のほうがよりふ さわ しいと言える。

d4「 その他のd類 」 ＼'

内容的にはd類 に入れるべきだが、あま り用例が多 くな く、一つの類を立てることのできな
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いものを 「その他」 として一括 した。次の4種 に細分で きる。

① 「復命」

(92)/(倭 建命は)故 、かく棲治めて、参上 り覆奏 したまひき。13012=A21

(93)曽 婆詞理、己が王の圓に入 りませるを霧に伺ひて矛を以て刺 して殺 しき。故、曽婆詞

理を率て、倭に上幸す時に、大坂の山口に到 りて以為 ししく……18006

(94)… …其隼人が頚を斬 りたまひて、乃ち明 日上幸 しき。 。 。故、石上神宮に参

出て天皇に奏さしめたまひしく 「政既に平 らげ詑へて、参上 りて侍 り」。18107

(95)((60)の つづき)故 、其地は相津 と謂ふ。是以、各 も遣はさえ し國の政を和平 して、

覆奏 しき。11411

(96)「 ……僕 自ら行きて……破 り壊ちて参出でむ」。ホ、天皇の詔 しく 「然あらば命の随

に幸行すべ し」。是以、意祁命、 自ら下幸 して、其御陵の傍 らを少 し堀 りて、還上 りて

復奏言 したまひしく、 「既に堀 り壊ちつ」。20912

(97)… …其時より御名を構へて倭建命 と謂す。然而、還上 ります時に、山神 ・河神、及穴

戸神、皆言向和 して参上 りたまひき。12913

② 「討つ」

(98)此 の御世に竺紫君石井、天皇の命に従はずて、礼元 きこと多 し。故、物部荒甲の大連・

大伴の金村連の二人を遣は して、石井を殺 したまひき。21303=A23

(99)(忍 坂での戦勝の後)/然 後、登美毘古を撃たむとしたまひ し時に……09513

③ 「○○宮に居る」

(100)/故 、 日子穂々手見命は高千穂宮 に坐 ししこと伍伯捌拾歳ぞ。御陵は高千穂山の西に

在 り。08611

(101)其 大后息長帯 日費命は當時神蹄 りましき。故、天皇筑紫の詞志比宮に坐 して、熊曽國

を撃たむとしたまひし時に、天皇御琴を控か して、建内宿祢大臣沙庭に居て、神の命を

請ひき。14109=A22

④ 「国見」

(102)… …又、墨江の津を定めたまひき。/於 是、天皇高山に登 りて四方の國を見て詔 しく・

「國中に姻獲たず。國皆貧窮 し。・…・・」16609=A24、B71

① 「復命」は、 「覆奏」などの語がな くても、命ぜ られた ことを成 し遂げて帰 って くるとい

う文脈であれば、採 った。 「是以」 と 「然而」の例があるが、これ らを除 くと 「故」ばか りで

ある。

② 「討つ」には 「然後」があるが、それを除 くと 「故」1例 となる。ちなみに 「然後」は、

この例 もそうだが、何か仕事をなし遂げてそのあと、とい う文脈が多い。

③ 「○○宮に居 る」は2例 とも 「故」である。 もっとも、(101)の 方は 「熊 曽国を撃つ」つ

まり 「討つ」類に入れる方が良いかもしれない。いずれにせ よd類 で、 「故」である。

④ 「国見」は 「於是」1例 のみである。明らかに内容的な切れ 目があるので 「於是」でよい

のだが、何回も言うように 「故」 も切れ 目を表す ことができる。にも関わ らず 「於是」である

理由は何か。 『古事記』の接続詞を観察 してきた立場から言 って、 もっとも素直な考えは、

「i1出 現 ・発見」類に近いので 「故」は使えない、というものである(前 稿A)。r出 現 ・

発見」類とは、例えば 「鯛の喉を探 ると釣針があった」というようなものである。 このような

事柄 は予測不可能な ことで、確かな気持ちの 「故」とは相容れない。(102)も 、 「国を見 ると

煙が立っていなかった」 とい うのであるから、 「出現 ・発見」に近い。よって 「故」は使用で

きない、 というわけである。
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結局 「d4そ の 他 のd類 」 は、 「故 於是=61」 と なる6)。

以上、d類 の例を検討 してきた。データをまとめると次のようになる(前 稿Aの データを少

し訂正する)。c類 に比べると 「故」以外の接続詞 も多いが、 「故」が多いと主張することは、

十分可能である7)。

故=44例(88%)、 ホ=1例(2%)、 於是=5例(10%)合 計50例

Vお わ りに

「c類 神や人や家の歴史に関す るもの」 「d類 皇室による統治に関するもの」のほとん

ど全用例を掲げ、 コメソ トを加え、 「故」の使用率などのデータを示 してきた。この ような分

類が妥当であるか、読者諸賢のご批判をお願い したい。もっとも、分類の枠組 自体は、他の分

類(a類b類 など)と の関係において妥当性が判断 されるべきであるから、本稿のみで判断す

ることはできない。前稿Aな ども併せて ご覧いただきたい。

また、分類の枠組は良 くて も、その分類に入れ られている用例がおか しい、とい う批判も考

えられる。この場合、その ような用例が一つ二つであればさほど問題ではないが、多数になる

と、その分類の存亡にかかわる問題となる。

本稿は結果的に、c類 ・d類 の外延を明示 したことになる。 『古事記』において、特定の事

柄に 「故」が使われる傾向のあることは多 くの研究者には常識であろう。 しか し、その特定の

事柄とはこれこれであ り、 このようなグループとしてまとめることができる、と明示 してある

研究は、管見にして知 らない。そのような グループ化、また、その外延を明示すること(=グ

ループの要素をすべて列挙す ること)は 、必要なことである。

私は別に 『古事記』の専門家ではな く、一介の文法屋にすぎない。 しか し管見の限 り、 『古

事記』の接続詞が十分分析 された とは思えない。感覚的 ・情緒的理解が主流であるように思わ

れる。あの宣長で さえ 「語の勢に随ひ、調に任せて置 るのみに して」云々などと言っている

(本居1968、41頁)。 しか し、一つ一つの文字が注意深 く使用されている 『古事記』において、

ひとり接続詞のみが適当に使われているということはないはずである。 もっといろいろな角度

から分析する必要があると考える。 「後件分類法」は、その一つの試みである。

注

(1)こ れ は藤 原 照 等(1960)の 結論 と大 差 な い。 藤i原は 「確 か な 気持 ち」 で は な く 「説 明的 」 と言 う。

(2)同 様 の考 えは 、 神 田秀 夫(1959,97頁)な どに も見 られ る。

(3)ち なみ に 、829個(故 ・ホ ・於 是 の 合計 数 。 「故ホ 」 な ど は 、故1個 、 ホ1個 と数 え る)か ら8個 を取 り

出 した とき 、7個 以 上 「故 」 に な る確 率 を 求 め る と、2.59%と な る。

(4)注3と 同様 に、829個 か ら5個 を取 り出 した と き、 全部 「故 」 に な る確 率 を 求 め る と、2.45%と な る。

(5)注3と 同様 に、829個 か ら11個 を取 り出 した と き、7個 以 上 「故 」 に な る確 率 を求 め る と、22.5%と な り、

d3類 だ け は、 「故」 が そ れ ほ ど多 い とは言 え な い。

(6)注3と 同様 に、829個 か ら7個 を取 り出 した と き、6個 以 上 「故 」 に な る確 率 を求 め る と、4.84%と な る。

(7)注3と 同様 に 、829個 か ら50個 を 取 り出 した と き、44個 以上 「故 」 に な る確 率 を 求 め る と、 ほ とん どゼ ロ

に な る。
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Summary

InKOJIKT,particularsentencesoftenrequireaparticularconjunction.Allsentencesare

groupedintotentypes.Inthispaper,Iwilltakeuptwotypesofthem.Theyarebrieflynamed
"
eventsinsomeone'slife"and"theruleoftheEmperrorofJapan".Interestingly,thesetwotypes

alwaysrequire"KARE"(=anoldJapaneseconjunction).




